
広報紙部門・市部

最優秀賞

呉市「市政だよりくれ」（令和７年８月号）

■発行部数（年間発行回数）：92,000 部（12 回）

■担当課：総務部秘書広報課

■連絡先：0823-25-3236

＝講 評＝

【表紙】

○キャッチコピーや柵だけの写真が目を引き、思わず読者がページを開くような仕掛けになっ

ている。

【特集】

○今年は熊の出没など有害鳥獣問題が多発し人々の関心を引いているため、企画のテーマが良

い。

○データや専門家の意見を多用し、被害の大きさや根拠・効果ある対策が具体的に紹介されて

いる。

○情報量が多いにも関わらず、見やすいレイアウトと配色になっている。

○余白も十分に取ってあり、重要部分は付箋型の横書きでメリハリがつけてあり工夫が見られ

る。

【担当者より（主な記事の掲載意図）】

近年問題となっている有害鳥獣への対策を周知する主旨で特集しました。呉市では、イノシシなどの農業被害に

加え、サルが住宅地に出没し市民に危害を加えるなどの事例も発生しており、その被害はさまざま。今回の特集で

は、その対策を数々の動物と合わせて掲載することで、興味を引く紙面を目指しました。また、有害鳥獣対策の専門

家に話を聞くことで、その対策の根拠を明確なものとし、実際に有害鳥獣対策を行っている農家の声も掲載。そし

て、最後にジビエの内容を設けることで、有害鳥獣を単なる問題として扱うのではなく、「地域の元気」にもなることな

どを訴えました。担当課の農林水産課の意向も踏まえ、できるだけたくさんの情報、写真を織り込みました。



広報紙部門・市部

優秀賞

安芸高田市「広報あきたかた」（令和７年８月号）

■発行部数（年間発行回数）：12,150 部（12 回）

■担当課：総務部秘書広報課

■連絡先：0826-42-5627

＝講 評＝

【特集】

○年表、地図、歴史紀行を通じて、地域の過去を分かりやすくたどっているのが良い。

○戦争体験者の話や、子どもたちの率直な声が載っており、他自治体より踏み込んだ深い内容となって

いる。

【全体】

○写真・イラストが多用してあり、読みやすく工夫してある。

【担当者より（主な記事の掲載意図）】

戦後 80 年という大きな節目に際し、戦争の実相を次世代へ伝えることを目的とした特集を企画した。 誌面は、戦

時下に市内で起きた出来事の紹介、学徒動員として当時を生きた市民へのインタビュー、小中学生の平和に対する

メッセージ、戦争の実相を伝える書籍の紹介によって構成した。 特に力を注いだ戦争経験者のインタビューでは、戦

争を経験した語り手が少なくなる中、当事者の声として自らの言葉で語っていただけたことで、当時の様子がよりリア

ルに伝わる記事が作成できた。「今聞かなければ失われてしまう記憶」を丁寧に記録し、約 80 年前の貴重な戦争体

験を市民に届けることで平和の尊さを訴えることが出来た誌面となった。 また、市内で起きた戦時下の出来事を取り

上げ、写真と地図で分かりやすく紹介した。個人の戦争体験と実際にこの地域で起きた出来事を織り交ぜ、併読させ

ることで、本市にとっても戦争が決して遠い出来事ではなかったことを伝える構成とした。 さらに、小中学生からの平

和へのメッセージを加えることで、「過去を知り、現在を考え、未来の平和をいかにして築くか」という問いを誌面全体

で表現し、「平和」を自分事として捉えるきっかけづくりとなるような記事となった。


